
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）融点４０℃以下の非イオン界面活性剤６～５０重量％、（ｂ）結晶性珪酸塩４～
５０重量％、（ｃ）硫酸ナトリウムもしくは硫酸カリウム又はこれらの水和物７～５０重
量％、及び（ｄ）陰イオン界面活性剤１～３０重量％を含有

高嵩密度洗剤組成物。
【請求項２】
　（ｂ）結晶性珪酸塩が下記一般式（Ｉ）及び／又は（ II）で表される結晶性珪酸塩であ
る請求項１記載の高嵩密度洗剤組成物。
　ｘ (Ｍ２ Ｏ )・ｙ (ＳｉＯ２ )・ｚ (Ｍｅｍ Ｏｎ )・ｗ (Ｈ２ Ｏ )　　　　（Ｉ）
〔式中、Ｍは周期律表のＩａ族元素を示し、Ｍｅは周期律表の IIａ族元素、 IIｂ族元素、
IIIａ族元素、 IVａ族元素及び VIII族元素から選ばれる１種以上を示し、ｙ／ｘ＝０．５
～３．２、ｚ／ｘ＝０．０１～０．９、ｗ＝０～２０、ｎ／ｍ＝０．５～２である。〕
　Ｍ２ Ｏ・ｖ (ＳｉＯ２ )・ｕ (Ｈ２ Ｏ )　　　（ II）
〔式中、Ｍはアルカリ金属を示し、ｖ＝１．５～３．２、ｕ＝０～２０である。〕
【請求項３】
　吸油能が８０ｍＬ／１００ｇ以上である多孔性吸油担体を含有する請求項１又は２記載
の高嵩密度洗剤組成物。
【請求項４】
　（ａ）融点４０℃以下の非イオン界面活性剤が、ポリオキシエチレンポリオキシプロピ
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レンポリオキシエチレンアルキルエーテルである請求項１～ の何れか１項記載の高嵩密
度洗剤組成物。
【請求項５】
　硬度６０ＣａＣＯ３ ｍｇ／Ｌ以下の水と、請求項１～ の何れか１項記載の高嵩密度洗
剤組成物とを用いる洗濯方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、高嵩密度洗剤組成物に関する。
【０００２】
【従来の技術】
粒状洗剤組成物は、消費者の利便性より、高嵩密度化や低使用量化が強く指向されている
。しかし、高嵩密度洗剤組成物は、該組成物を構成する洗剤粒子の溶解速度が低くなる傾
向があることが知られている。また、環境・エネルギー問題や経済性への対応に基づく、
洗濯水の低温化、運転時間の短縮化等の近年の洗濯機の傾向は、いずれも洗剤粒子の溶解
速度の遅延の要因となり、ひいては洗剤組成物の洗浄能力が十分に発揮できなくなる。
【０００３】
また、低使用量化達成のために、洗剤に使用されるビルダーは結晶性アルミノ珪酸塩のよ
うなイオン交換能のみの単機能のものに代わって、アルカリ能及びイオン交換能を有する
多機能を持った結晶性珪酸塩の使用が試みられているが、イオン強度が弱いと言う欠点が
ある。例えば、特開平９－３０２３９３公報には、結晶性層状珪酸塩及びノニオン界面活
性剤を含有する高嵩密度洗剤組成物が開示されているが、十分な洗浄性が得られていない
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の課題は、洗浄性に優れ、粒子溶解性及び分散性に優れる高嵩密度洗剤組成物を提
供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は、（ａ）融点４０℃以下の非イオン界面活性剤６～５０重量％、（ｂ）結晶性珪
酸塩４～５０重量％及び（ｃ）無機硫酸塩７～５０重量％を含有する高嵩密度洗剤組成物
に関する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の組成物は、非イオン界面活性剤（ａ）６～５０重量％、好ましくは８～３０重量
％を含有する。
【０００７】
非イオン界面活性剤として、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル、ポリオキシアルキ
レンアルキルフェニルエーテル、ポリオキシアルキレン脂肪酸エステル、ポリオキシアル
キレンアルキルアミン、グリセリン脂肪酸エステル、高級脂肪酸アルカノールアミド、ア
ルキルグリコシド、アルキルグルコースアミド、アルキルアミンオキサイド等が挙げられ
る。洗浄性の点で、炭素数１０～１８、好ましくは１２～１４のアルコールのエチレンオ
キシドの付加物、もしくはエチレンオキシドとプロピレンオキシドの混合付加物であって
、アルキレンオキシド平均付加モル数３～３０、好ましくは５～１５のポリオキシアルキ
レンアルキルエーテルが好ましい。
【０００８】
また、洗浄性及び溶解性の点で、ポリオキシエチレンポリオキシプロピレンポリオキシエ
チレンアルキルエーテルが好ましい。該化合物は炭素数１０～１８、好ましくは１２～１
４のアルコールのエチレンオキシド付加物に、プロピレンオキシド、更にエチレンオキシ
ドを反応させることにより得ることができる。更に、上記ポリオキシエチレンアルキルエ
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ーテルの内、アルキレンオキシド分布の狭いものが好ましい。該化合物は、特開平７－２
２７５４０号公報等記載のマグネシウム系触媒を用いることにより得ることができる。
【０００９】
非イオン界面活性剤の融点は４０℃以下、好ましくは３０℃以下である。融点はＦＰ８０
０サーモシステムのメトラーＦＰ８１を用い、昇温速度０．２℃／分で測定されたもので
ある。
【００１０】
本発明の組成物は、必要に応じて陰イオン界面活性剤、陽イオン界面活性剤及び両性界面
活性剤を含有しても良い。陰イオン界面活性剤として、アルキルベンゼンスルホン酸塩、
アルキル又はアルケニルエーテル硫酸塩、アルキル又はアルケニル硫酸塩、α－オレフィ
ンスルホン酸塩、α－スルホ脂肪酸塩又はエステル、アルキル又はアルケニルエーテルカ
ルボン酸塩、脂肪酸塩等が挙げられる。陰イオン界面活性剤の含有量は、洗浄性の点で、
好ましくは洗剤組成物の１～３０重量％、より好ましくは５～３０重量％である。対イオ
ンとしてはアルカリ金属イオンが洗浄性向上の点で好適である。特に、溶解速度向上の点
から、カリウムイオンが好ましく、全対イオン中カリウムイオンは５重量％以上が好まし
く、２０重量％以上がより好ましく、４０重量％以上が特に好ましい。陽イオン界面活性
剤として、アルキルトリメチルアンモニウム塩等が、両性界面活性剤として、カルボベタ
イン型、スルホベタイン型活性剤等が挙げられる。
【００１１】
本発明の組成物中の界面活性剤の総量は、洗浄性及び洗剤組成物の粉末物性の点から、洗
剤組成物の４０重量％以下が好ましく、３８重量％以下が更に好ましく、３５重量％以下
が特に好ましい。界面活性剤のうち非イオン界面活性剤（ａ）は１５～１００重量％、特
に２０～９８重量％を占めることが好ましい。
【００１２】
結晶性珪酸塩（ｂ）としては、例えば、下記一般式（Ｉ）及び／又は（ II）で表されるも
のが好ましい。
ｘ (Ｍ 2Ｏ )・ｙ (ＳｉＯ 2 )・ｚ (Ｍｅ mＯ n )・ｗ (Ｈ 2Ｏ ) 　　（Ｉ）
〔式中、Ｍは周期律表のＩａ族元素を示し、Ｍｅは周期律表の IIａ族元素、 IIｂ族元素、
III ａ族元素、 IVａ族元素及び VIII族元素から選ばれる１種以上を示し、ｙ／ｘ＝０．５
～３．２、ｚ／ｘ＝０．０１～０．９、ｗ＝０～２０、ｎ／ｍ＝０．５～２である。〕
Ｍ 2Ｏ・ｖ (ＳｉＯ 2 )・ｕ (Ｈ 2Ｏ ) 　　（ II）
〔式中、Ｍはアルカリ金属を示し、ｖ＝１．５～３．２、ｕ＝０～２０である。〕
金属イオン封鎖能や耐吸湿性の点から、ＳｉＯ 2／Ｍ 2Ｏモル比、すなわちｙ／ｘが０．５
以上のものが好ましく、アルカリ能の点から３．２以下が好ましく、０．５～２．６が更
に好ましく、１．５～２．２が特に好適である。また、一般式（Ｉ）中のＭはカリウム及
び／又はナトリウムが好ましく、Ｍｅはマグネシウム及び／又はカルシウムが好ましい。
高速溶解性や粉末物性の点から、結晶性珪酸塩（ｂ）の平均粒径は１～４０μｍが好まし
い。結晶性珪酸塩（ｂ）の組成物中の配合量は、洗浄性及び粉末物性の点から４～５０重
量％、好ましくは８～２５重量％である。
【００１３】
無機硫酸塩（ｃ）としては、硫酸ナトリウムもしくは硫酸カリウム又はこれらの水和物等
が挙げられる。（ｃ）成分の配合量は、洗浄性及び洗剤組成物の粉末物性の点から、組成
物中７～５０重量％、好ましくは８～２５重量％である。
【００１４】
本発明の組成物は、吸油能が８０ｍＬ／１００ｇ以上、特に９０ｍＬ／１００ｇ以上であ
る多孔性吸油担体を含有するのが好ましい。この吸油能はＪＩＳ　Ｋ５１０１により測定
されたものである。かかる多孔性吸油担体としては、特開昭６２－１９１４１７号公報、
特開昭６２－１９１４１９号公報に記載のもの等が挙げられ、組成物中に１～２０重量％
、特に１～１０重量％配合されるのが好ましい。
【００１５】
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本発明の洗剤組成物に炭酸塩、炭酸水素塩、珪酸塩、又はリン酸塩等の水溶性の無機塩類
を配合できる。ここで、洗浄性と冷水中での長時間静置条件における低温分散性の点より
、炭酸塩は、無水物換算で好ましくは洗剤組成物の２５重量％以下、より好ましくは１～
２０重量％、特に好ましくは５～１５重量％含有される。
【００１６】
また、本発明の洗剤組成物には、金属イオン封鎖能や固体粒子汚れの分散能等の点から、
カルボン酸基及び／又はスルホン酸基を有するカチオン交換型ポリマーの配合が好適であ
り、特に、分子量が１千～８万のアクリル酸－マレイン酸コポリマー、ポリアクリル酸又
はこれらの塩や特開昭５４－５２１９６号公報に記載の分子量が８百～百万、好ましくは
５千～２０万のポリグリオキシル酸等のポリアセタールカルボン酸塩が配合される。該カ
チオン交換型ポリマーは、洗浄性の点から好ましくは洗剤組成物の０．５～１２重量％、
より好ましくは１～７重量％、特に好ましくは２～５重量％含有される。
【００１７】
また、Ａ型、Ｘ型、Ｐ型ゼオライト等の結晶性アルミノ珪酸塩を配合できる。平均一次粒
子径は０．１～１０μｍが好ましい。結晶性アルミノ珪酸塩の含有量は、好ましくは２０
重量％以上である。
【００１８】
本発明の洗剤組成物は、クエン酸塩、エチレンジアミン四酢酸塩等の有機酸塩、カルボキ
シルメチルセルロース、ポリエチレングリコール、ポリビニルピロリドン及びポリビニル
アルコール等の分散剤又は色移り防止剤、過炭酸塩等の漂白剤、特開平６－３１６７００
号公報記載の化合物及びテトラアセチルエチレンジアミン、アルカノイルもしくはアルケ
ノイルオキシベンゼンカルボン酸、アルカノイルもしくはアルケノイルオキシベンゼンス
ルホン酸又はこれらの塩等の漂白活性化剤、プロテアーゼ、セルラーゼ、アミラーゼ、リ
パーゼ等の酵素、ビフェニル型、スチルベン型蛍光染料、消泡剤、酸化防止剤、青味付剤
、香料等を配合できる。尚、酵素、漂白活性化剤、消泡剤等別途粒状化された粒子群は、
アフターブレンドしても良い。
【００１９】
本発明の組成物は、ＪＩＳ　Ｋ３３６２によって測定される洗剤組成物の嵩密度が５００
～１２００ｇ／Ｌである。好ましくは５００～１０００ｇ／Ｌ、より好ましくは６００～
１０００ｇ／Ｌ、特に好ましくは６５０～８５０ｇ／Ｌである。
【００２０】
本発明の洗剤組成物の平均粒径は、１５０～８００μｍが好ましく、さらに好ましくは１
５０～５００μｍ、特に好ましくは１８０～３５０μｍである。ここで平均粒径（Ｄｐ）
は、重量５０％径である。ここで、本発明の洗剤組成物の粒度は、低温分散性の点から、
１２５μｍ未満の分級粒子群の重量頻度が０．１以下が好ましい、更に好ましくは０．０
８以下、より好ましくは０．０６以下、特に好ましくは０．０５以下である。また、粒子
径１０００μｍ以上の分級粒子群の重量頻度は、０．０３以下が好ましく、より好ましく
は０．０１以下、特に好ましくは実質的に含まないことである。本発明の洗剤組成物は、
上記重量頻度を満たすために、分級操作及び／又は粒度調整操作を施すことが好ましい。
【００２１】
本発明の洗剤組成物は、１０℃における電気伝導度法による９５％溶解時間１２０秒以下
、特に９０秒以下であることが好ましい。この溶解時間を満たすものは、冷水条件におい
ても高い溶解性を有するので、洗浄成分をより速く洗濯浴中に溶出して洗浄性を向上させ
る効果のみならず、超低機械力条件の洗濯においても溶け残りの発生確率が極めて低い。
【００２２】
本発明の組成物は、硬度６０ＣａＣＯ 3  ｍｇ／Ｌ以下、特に４０ＣａＣＯ 3  ｍｇ／Ｌ以下
の水を用いる洗濯方法に好適に用いられる。この硬度は、ＪＩＳ　Ｋ１０１０の全硬度キ
レート滴定法により測定されたものである。
【００２３】
【発明の効果】
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本発明によれば、洗浄性に優れ、粒子溶解性及び分散性に優れる高嵩密度洗剤組成物が得
られる。
【００２４】
【実施例】
評価１〔洗剤の溶解性〕
松下電器産業製洗濯機「愛妻号ＮＡ－Ｆ７０ＶＰ１」の洗濯槽側面部に、洗濯ネット（型
番：ＡＸＷ２２Ａ―５ＲＵ０、目開き：３００×６４０μｍ）を装着した。次いで、衣料
３ｋｇ（木綿肌着５０重量％、ポリエステル／綿混Ｙシャツ５０重量％）を投入後、実施
例の洗剤組成物４４．０ｇを均一に散布投入し、５℃の水道水を注水し、『標準コース・
洗い３分、高水位（６６Ｌ）』の設定で洗濯を行った。終了後（すすぎ工程は含まず）、
洗濯ネットに残留する洗剤量を目視判定した。
【００２５】
評価２〔洗剤の分散性〕
松下電器産業製洗濯機「愛妻号　ＮＡ－Ｆ４２Ｙ１」のパルセータの６分割された扇状の
窪みの１つの外周の近くに実施例の洗剤組成物２５．０ｇを集合状態で置き、これを崩さ
ずに衣料１．５ｋｇ（評価１と同じ）を洗濯槽に投入し、洗剤に直接水が当らないように
１０Ｌ／ｍｉｎの流量で５℃の水道水２２Ｌを注水し、注水終了後に静置した。注水開始
から３分間後、弱水流（手洗いモード）で攪拌を開始し、３分間攪拌した後に排水し、衣
料及び洗濯槽に残留する洗剤の状態を目視判定した。
【００２６】
評価３〔脂肪酸汚れ洗浄試験〕
（人工汚染布の調整）
脂肪酸及びパラフィン混合物（オレイン酸２０重量％、パルミチン酸２０重量％、液体及
び固体パラフィン６０重量％）１００重量部に対してカーボンブラック５重量部混合した
もの１ｋｇを８０Ｌのテトラクロロエチレンに溶解、分散し、金巾２０２３布をこの液に
浸漬し、よごれを付着させた後、テトラクロロエチレンを乾燥除去する。これを１０ｃｍ
×１０ｃｍの大きさに裁断し、実験に供した。
【００２７】
（洗浄率の算出）
原布及び洗浄前後の５５０ｍμにおける反射率を自記色彩計（島津製作所）にて測定し、
次式によって洗浄率（Ｄ％）を算出した。
Ｄ＝〔（Ｌ 2－Ｌ 1）／（Ｌ 0－Ｌ 1）〕×１００
式中、Ｌ 0  は原布の反射率、Ｌ 1  は洗浄前汚染布の反射率、Ｌ 2  は洗浄後汚染布の反射率
を示す。
【００２８】
（洗浄方法）
ターゴトメーター（Ｔｅｒｇ－Ｏ－Ｔｏｍｅｔｅｒ、１００ｒｐｍ）により、浴比１／６
０、水温１０℃、洗浄時間５分間、水道水にて５分間すすぎ、水の硬度３５ｍｇＣａＣＯ

3  ／ｋｇ、洗剤濃度０．１重量％の条件で行った。
【００２９】
評価４〔溶解時間の測定方法〕
内径１０５ｍｍの円柱状の１Ｌビーカーに１０℃の蒸留水１Ｌを入れ、電気伝導度計をセ
ットする。全長３５ｍｍ、直径７．５ｍｍの円柱状攪拌子を用いて５５０ｒｐｍにて攪拌
を行う。１０℃の試料１ｇを水の渦中心に投入する。この時点を０秒として、１０秒間隔
で電気伝導度を測定する。継続して２分以上測定値が上昇しなくなった値を１００％溶解
値として９５％溶解値を算出する。そしてその値に至るまでに要する時間を９５％溶解時
間とする。なお、攪拌子は科学共栄社、型式ＳＡ－３５である。
【００３０】
＜洗剤組成物Ｉ＞
攪拌翼を有した混合槽に水を加え、水温が５５℃に達した後に、４０重量％濃度のアクリ
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ル酸－マレイン酸共重合体水溶液を添加した。これを１５分間攪拌した後に、ソーダ灰、
芒硝、亜硫酸ナトリウム、蛍光染料（チノパールＣＢＳ－Ｘ、チバガイギー社）を添加し
た。これを更に１５分間攪拌した後に、ゼオライトを添加した。これを３０分間攪拌して
スラリーを得た（スラリーの最終温度６０℃）。これを噴霧乾燥塔に供給し、噴霧圧力２
５ｋｇ／ｃｍ 2  で塔頂より噴霧を行うことによりベース顆粒を調製した。得られたベース
顆粒の組成は、アクリル酸－マレイン酸共重合体５重量％、ソーダ灰２３重量％、芒硝１
５重量％、亜硫酸ナトリウム１．５重量％、蛍光染料１重量％、ゼオライト５０重量％、
水４．５重量％であった。
【００３１】
次いで、ベース顆粒に界面活性剤等を添加することにより高嵩密度洗剤粒子を得た。即ち
、非イオン界面活性剤、陰イオン界面活性剤酸前駆体、ポリエチレングリコール、及びア
ルカリ水溶液を加熱混合して７０℃の活性剤混合液を得た。組成は、非イオン界面活性剤
１４重量部、陰イオン界面活性剤１４重量部、ポリエチレングリコール１重量部、水８重
量部である。。
【００３２】
次に、レディゲミキサー（松阪技研、容量２０Ｌ、ジャケット付き）に上記ベース顆粒１
００重量部を投入し、主軸（１５０ｒｐｍ）の攪拌を開始した。そこに、上記活性剤混合
液を３分間で投入し、その後５分間攪拌を行い、洗剤粒子を得た。更に、このミキサーに
結晶性珪酸塩１５重量部と非晶質アルミノケイ酸塩８重量部とを投入し、洗剤粒子の表面
被覆を行った。
【００３３】
なお、陰イオン界面活性剤は直鎖アルキル（炭素数１２～１３）ベンゼンスルホン酸ナト
リウムであった。結晶性珪酸塩は粉末ＳＫＳ－６（クラリアントトクヤマ社）と特開平７
－８９７１２号記載の実施例２３の組成物とを１：１の重量比で用いた。非イオン界面活
性剤はポリオキシエチレン（エチレンオキシド平均付加モル数６．０）アルキル（炭素数
１２～１６）エーテルを用いた。ポリエチレングリコールは平均分子量８５００のものを
用いた。非晶質アルミノケイ酸塩は、Ａｌ 2Ｏ 3＝２９．６重量％、ＳｉＯ 2＝５２．４重
量％、Ｎａ 2Ｏ＝１８．０重量％（１．０Ｎａ 2Ｏ・Ａｌ 2Ｏ 3・３．１ＳｉＯ 2）の組成の
もの（原子吸光分析及びプラズマ発光分析による）を用いた。また、その吸油能は２８５
ｍＬ／１００ｇであり、含水分量は１１．２重量％であった。
【００３４】
次いで、目開き１０００μｍの篩を用いて洗剤粒子を分級し、１０００μｍ未満の粒径の
洗剤粒子を得た。得られた洗剤粒子１００重量部に酵素１．５重量部と香料０．５重量部
を混合して洗剤組成物Ｉを得た。物性値を表２に表す。
【００３５】
＜洗剤組成物 II＞
表１に記載の配合成分のうち、ゼオライトの６重量％分、酵素、香料、及び結晶性珪酸塩
以外の成分で含水率５０％の水性スラリーを調整し、噴霧乾燥を行う。次いでスクリュー
押し出し造粒機により造粒し、洗剤粒子を得る。洗剤粒子を分級器で１０００μｍ以上を
分級し、ゼオライト３重量％分と共に粉砕機で粉砕し、分級器で分級した１０００μｍ未
満の洗剤粒子と混合した。次いで、造粒・粉砕粒子をロータリーキルンに入れ、ゼオライ
ト３重量％分、酵素、結晶性珪酸塩を混合し、同時に香料をスプレーし、洗剤組成物 IIを
得た。物性値を表２に表す。
【００３６】
＜洗剤組成物 III＞
洗剤組成物 IIと同様にして表１記載の配合成分から洗剤組成物 III を得た。物性値を表２
に表す。
【００３７】
【表１】
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【００３８】
（注）
＊１：ナトリウム塩、７０モル％中和、アクリル酸／マレイン酸＝３／７（モル比）
＊２：チノパールＣＢＳ－ＸとチノパールＡＭＳ－ＧＸ（何れもチバガイギー社）とを１
／１の重量比で混合したもの。
＊３：セルラーゼＫ（特開昭６３－２６４６９９号記載）とリポラーゼ１００Ｔ（ノボ社
）とを３／１の重量比で混合したもの。
【００３９】
【表２】
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【００４０】
本発明の洗剤組成物Ｉ及び IIは比較例である洗剤組成物 III に比べて溶解性、分散性及び
洗浄性ともに優れていた。
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